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綱抑抑たち、番号．旗
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敵如摘吊浄研一が転

弼勧二投澄叶言ことしこ呵
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を禿た苦塩言持朗．轟舞確約に

細れげこ色ユダ一息．Z∂甚句朝

の矧披戯言、して碑吋してい＜さ

とを．鶴繊痘降か、、象銅坑

も久とす。鯉の煙草ぬ絆、

も雛、・饗場、、もシターを吋

勧纏か招如桐山

浄血っ毛のにLZいきまkう。

若菜。てく拳組
もう夕月もかヾ虻1や折こ．
丁と・ゝ通夜へい巧了軌糎寸も通産＜

し釆いや、ん二と与ってし車鱒も叫．うイン

が入り、「島線号碑し四二日と。蛸や、て

今綿げこ卵、k勘う斉叫こ、「ち烏丸勉強

し牛もんu tの猛　が予難しや鵡食で：

立場で・排除と熊取かごつき吋与れよ碕朝

で、押＼覇もむいてカ軋ギ；ていって軌、・

です払　単ヾ言顔矩比のえ言叫フヾ朴

の謡iT瑠叔…℃つけて熱い珂埠

原発紳働及好・鴇観鴫保簸線上
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